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●
北
宋
の
徽
宗
は
、政
治
的
に
は
北
宋
を
断
絶
せ
し
め
た
皇
帝
で
あ
っ
た
が
、詩
書
画
な
ど
文
化
面

　
で
は
特
筆
す
べ
き
業
績
を
遺
し
て
い
る
。そ
の
著『
大
観
茶
論
』は
、唐
陸
羽
の『
茶
経
』、宋
蔡
襄
の

　
『
茶
録
』な
ど
と
と
も
に
、中
国
の
茶
文
化
に
与
え
た
影
響
は
大
き
い
。特
に
、日
本
の
抹
茶
法
に
お

　
け
る
濃
茶
の
点
て
方
と
の
関
係
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、そ
の
画
は
東
山
御
物
と
し
て

　
も
重
宝
さ
れ
た
。

●
本
書
で
は
、『
大
観
茶
論
』の
内
容
、そ
の
影
響
、宋
の
茶
文
化
の
諸
相
、さ
ら
に
徽
宗
や『
大
観
茶

　
論
』と
日
本
と
の
関
わ
り
な
ど
に
つ
い
て
、日
中
の
精
鋭
９
名
が
論
じ
、そ
の
歴
史
的
意
味
に
つ
い

　
て
明
ら
か
に
す
る
。

栄
西
は
二
十
八
歳
で
入
宗
す
る
も
半
年
で
帰
国
、四
十
七
歳
の
時
ふ
た
た
び
入
宗
す
る
。天
台
山
の
虚
庵
懐
敞
に
禅
を
学

ん
で
五
十
一
歳
で
帰
国
、臨
済
宗
を
日
本
に
も
た
ら
し
、五
十
八
歳
で『
興
禅
護
国
論
』を
著
し
た
。『
喫
茶
養
生
記
』を
執

筆
し
た
の
は
七
十
一
歳
の
と
き
で
、そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
抹
茶
法
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
、『
喫
茶
養
生
記
』

誕
生
の
背
景・動
機
、宋
代
文
人
文
化
な
ど
の
論
考
に
、『
喫
茶
養
生
記
』（
初
治
本
）の
翻
刻
を
掲
載
し
た
。 
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九
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三
年
東
京
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ま
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。東
京
教
育
大
学
文
学
部
卒
。同
大
学
院
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士
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程
修
了
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波
大
学
教
授
、国
立
民
族
学
博
物
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教
授
、

林
原
美
術
館
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長
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文
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大
学
学
長
を
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在
ミ
ホ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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長
。茶
の
湯
文
化
学
会
会
長
。著
書
、編
著
、

校
注
多
数
。和
食
文
化
、茶
の
湯
文
化
に
関
し
て
メ
デ
ィ
ア
で
の
発
言
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
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